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SPLENDOR PLAN 2017 という長期プランを実現するために，今，いろいろ
な改革を行っております。その一つに，大学院の再編というのがあります。





































































































































































































































































　ＢＢＳはご存知の方もおられると思います，「Big Brothers and Sisters 
Movement」。今も全国にある，若い人たちが少年などの支援を行うボランティ
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きつい組織です。加えて 5言えば 10 従う人たちがあちこちにいるため，当時
の上司がそういったことで，関係機関との連携や福祉・教育的機能そのもの
を否定するような流れが生じました。
　しかし，今はどうでしょうか。これだけ高齢化して，児童虐待などが問題
になる中で，そんなことを言っている場合ではないだろうと思います。そも
そもそれは，裁判所の人達もすでに気づいているはずです。自ら殻を作る姿
勢で問題は解決しないことは明らかです。時代も社会も違うので，昔にその
まま戻れと言っているわけではありません。しかし同時に，設立の時の理念
を忘れることもまた正しくありません。
　結論として私が言いたいのは，70 年の理念を，家庭裁判所は振り返るべき
時期にきているのではないかということです。
　この話は去年出した本［『家庭裁判所物語』（日本評論社，2018 年）］に，
基本的に網羅しておりますので，ご興味があればぜひ読んでいただければと
思います。
　どうもありがとうございました。
